
( １ )

主な内容

●みんなで取り組む課題 ２

●定期大会告示・役員選挙公示 ３

●最賃署名の提出行動 ４

●退職にあたっての思い出（寄稿） ５

●京都の催事案内 ６

●行楽 会館共済会・淡路島日帰り旅行 ７

●編集後記､まちがいさがしこたえ ８

発 行 所

全日本建設交運一般労働組合 (建交労)
京都 事業団･高齢者部会

〒601-8103 京都市南区上鳥羽仏現寺町43番地

Tel 075-691-1007 Fax 671-1641

Ｅメール kenkourou@titan.ocn.ne.jp

発行日 毎月15日 一部30円

No.353（2025年）８月号

とにかく毎日36度くらいで、
急な雨に市バスから下車すると、
焼け石に水をまいたようなむし
むしの状態で、めがねは曇り、
見えない。暑さと湿気で体も閉
塞の状態。体力も落ちてるので
足に来る。
そんなこの頃、お家の周りで

の、お絵描きで勉強。そんな中
での絵載せます。

庭に出来たプチトマト。甘く
ておいしいんですよ。普通のト
マトより作りやすいと言われま
した。

上林常哲



第
９
回
支
部
執
行
委
員
会
は
７
月
16
日
、
10
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
宇
治
事
業
団
：
団
員
を
集
め
て
17
日
に
総
会
を
終
え
て
事
業
説

明
会
と
、
消
防
署
か
ら
熱
中
症
対
策
の
講
習
会
。

○
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
：
官
公
庁
受
注
作
業
で
も
、
発
注
者
か
ら
熱

中
症
対
策
の
指
導
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
作
業
チ
ー
ム
に
１

人
は
「
熱
中
症
ア
ラ
ー
ム
」
を
携
行
す
る
よ
う
に
検
討
中
。

○
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
作
業
員
の
斡
旋
が
あ

る
が
、
す
で
に
高
齢
で
屋
外
作
業
に
は
不
向
き
が
多
い
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

○
６
月
21
日
㈯
、
ラ
ク
ト
山
科
公
園
～
京
都
市
役
所
、
１
人
。

○
６
月
23
日
㈪
、
宇
治
市
役
所
～
豪
雨
で
途
中
解
散
、
２
人
。

○
７
月
５
日
㈯
、
京
都
市
内
網
の
目
行
進
、
２
ヵ
所
各
１
人
。

②
京
都
高
運
連
・
第
32
回
定
期
総
会
（
６
月
24
日
）

③
建
交
労
全
国
事
業
団
高
齢
者
部
会
・
幹
事
会
（
７
月
２
日
）

〇
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
第
１
回
設
立
準
備
会
。

３
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
事
業
所
分
会

〇
団
体
交
渉
実
施
。
夏
季
一
時
金
は
妥
結
。

②
宇
治
分
会

〇
労
使
協
議
会
を
実
施
、
夏
季
一
時
金
を
決
着
。

４
．
次
回
支
部
定
期
大
会
の
概
要
の
取
り
決
め

①
支
部
定
期
大
会
告
示

○
開
催
日
（
10
月
25
日
）
と
代
議
員
定
数
（
19
人
）
の
確
認
。

○
執
行
部
改
選
に
あ
た
っ
て
の
定
数
確
認
。

②
支
部
定
期
大
会
に
向
け
た
諸
準
備
と
課
題

○
次
期
運
動
方
針
案
の
作
成
と
執
行
委
員
確
認
の
段
取
り
。

○
支
部
会
計
の
決
算
見
込
の
報
告
。

○
大
会
に
向
け
た
各
職
場
集
会
の
日
程
案
の
確
認
。

５
．
そ
の
他
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
対
応
と
担
当
確
認

①
京
都
総
評
・
京
都
労
働
局
へ
の
最
賃
署
名
提
出
行
動

②
建
交
労
全
国
高
齢
者
部
会
・
幹
事
会
と
厚
労
省
要
請
行
動

８
月
30
日
㈯

建
交
労
中
央
本
部
・
第
27
回
全
国
大
会
（
群
馬
）

９
月
３
日
㈬

第
11
回
支
部
三
役
会
議

６
日
㈯

京
都
総
評
・
第
90
回
定
期
大
会

７
日
㈰

建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
27
回
定
期
大
会

14
日
㈰

建
交
労
京
都
府
本
部
女
性
部
・
第
26
回
定
期
総
会

17
日
㈬

第
11
回
支
部
執
行
委
員
会

10
月
18
日
㈯

第
24
回
京
都
高
齢
者
大
会
（
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

建交労京都支部事務局

役 員 選 挙 公 示
建交労京都支部規約第31条による選挙・投票規定に従い、下記の要領で

行います。

１．支部役員に立候補される方は、支部定期大会前日の10月24日までに、

所定の用紙で届け出てください.。支部役員立候補届の用紙は京都支部事

務所にあります。

２．選挙日時：2025年10月25日

３．改選役員：執行委員長１名、副執行委員長２名、書記長１名、

書記次長２名以内、執行委員12名以内、会計監査２名以内



私
た
ち
も
取

り
組
ん
で
き
ま

し
た
京
都
総
評

「
今
こ
そ
最
低

賃
金
時
給
１
７

０
０
円
が
必
要

で
す
」
署
名
は
、

７
月
22
日
、
合

わ
せ
て
８
千
筆
、

京
都
労
働
局
へ

提
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
か
ら
労
働
局
に
近
い
烏
丸

御
池
交
差
点
で
、
最
低
賃
金
の
大
幅
ア
ッ

プ
を
訴
え
る
街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
あ
と
、

京
都
労
働
局
へ
向
か
い
、
労
働
基
準
部
賃

金
室
長
に
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困
難
は
一
層
深

刻
に
な
り
、
京
都
総
評
の
最
低
生
計
費
試

算
調
査
で
は
、
20
歳
代
の
若
者
が
京
都
一

人
暮
ら
し
を
す
る
場
合
、
月
額
26
万
円
が

必
要
と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
労
働
局
は
昨
年
の
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
対
し
て
「
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た
消
費
税
の
減

免
措
置
や
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
分

の
免
除
・
軽
減
等
、
賃
上
げ
の
原
資
を
確

保
に
つ
な
が
る
直
接
的
な
支
援
策
を
行
政

と
し
て
実
施
す
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
て

強
く
要
望
す
る
」
と
答
申
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は

８
月
４
日
、
２
０
２
５
年
度
の
最
低
賃
金

の
目
安
を
、
全
国
平
均
で
時
給
１
１
１
８

円
に
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
現
在
の
全

国
平
均
１
０
５
５
円
か
ら
63
円
の
引
き
上

げ
で
、
過
去
最
大
の
増
加
幅
と
な
り
ま
す
。

各
都
道
府
県
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

が
、
こ
の
目
安
を
参
考
に
、
具
体
的
な
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
額
を
決
定
し
、
８
月

下
旬
に
公
示
。
新
し
い
最
低
賃
金
は
、
10

月
以
降
に
順
次
適
用
さ
れ
ま
す
。
京
都
府

で
は
昨
年
は
10
月
１
日
改
定
で
し
た
。

今
年
の
税
制
改
正
で
、
配
偶
者
控
除
の

収
入
上
限
が
103
万
円
か
ら
123
万
円
に
変
更

さ
れ
ま
す
が
、
住
民
税
の
非
課
税
基
準
な

ど
は
来
年
以
降
に
持
ち
越
し
で
す
。

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

中
央
最
賃
審
議
会
が
63
円
引
き
上
げ
目
安
を
発
表

京
都
総
評
が
京
都
労
働
局
に
最
賃
署
名
を
提
出

烏丸御池交差点での宣伝行動

賃金室長に署名を手渡す梶川総評議長



私
は
、
５
月
末
日
を
も
っ
て
京
都
高
齢

者
福
祉
事
業
団
を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。

＊

２
０
０
３
年
、
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
を
定
年

で
退
職
し
ま
し
た
。
妻
の
「
40
年
間
、
頑

張
っ
て
勤
め
上
げ
た
か
ら
、
し
ば
ら
く
は

ゆ
っ
く
り
好
き
な
こ
と
で
も
し
た
ら
？
」

と
の
言
葉
を
真
に
受
け
て
、
毎
日
、
朝
10

時
に
な
っ
た
ら
七
条
烏
丸
の
「
キ
ン
グ
」

に
出
勤
し
、
夕
方
ま
で
パ
チ
ン
コ
。
夜
の

ネ
オ
ン
が
点
灯
し
た
ら
、
い
っ
ぱ
い
横
丁

の
ス
ナ
ッ
ク
通
い
。

半
年
も
過
ぎ
た
こ
ろ
、
国
鉄
時
代
の
先

輩
の
福
丸
氏
か
ら
、
高
齢
者
事
業
団
の
紹

介
を
受
け
て
、
入
団
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

色
々
の
職
場
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。

電
車
の
運
転
と
は
違
っ
て
、
仲
間
と
一

緒
に
な
っ
て
汗
を
流
す
、
楽
し
み
や
苦
し

さ
も
あ
り
ま
し
た
。

20
年
を
振
り
返
っ
て
、
で
き
る
だ
け
思

い
起
こ
し
な
が
ら
、
つ
た
な
い
文
書
に
な

り
ま
す
が
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

で
は
、
次
号
へ
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ５ )

仲
間
の
皆
さ
ん
20
年
間
あ
り
が
と
う

第
１
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

８
月
の
ま
ち
が
い
さ
が
し

２
つ
の
絵
で
違
い
が
８
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
）

行
雲

流
水

昨年の組合大会で議長

を務められた木村さん



９
月
６
日
㈯

ツ
ク
ル
ヒ
ト
タ
チ
博
／
京
都
文
化
博
物
館

９
月
９
日
㈫

重
陽
神
事
と
烏
相
撲
／
上
賀
茂
神
社

９
月
13
日
㈯

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
／
京
都
鉄
道
博
物
館

浮
世
絵
の
中
の
百
人
一
首
／
嵯
峨
嵐
山
文
華
館

秋
の
夜
間
開
園
／
京
都
市
動
物
園

９
月
14
日
㈰

金
剛
定
期
能
／
金
剛
能
楽
堂
（
烏
丸
一
条
下
ル
）

星
を
も
と
め
て
／
る
り
渓
温
泉
ス
テ
ー
ジ
前
広
場

９
月
15
日
㈪

義
経
祭
／
鞍
馬
寺

放
生
会
／
本
能
寺
（
寺
町
御
池
下
ル
）

９
月
19
日
㈮

神
苑
の
無
料
公
開
／
平
安
神
宮

９
月
20
日
㈯

国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア

／
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
烏
丸
御
池
）

９
月
21
日
㈰

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
旅
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

／
ラ
ン
デ
ヴ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
下
立
売
智
恵
光
院
西
入
）

９
月
23
日
㈫

晴
明
祭
／
晴
明
神
社
（
堀
川
一
条
上
ル
）

西
陣
伝
統
文
化
祭
・
千
両
ヶ
辻
（
大
宮
今
出
川
）

９
月
28
日
㈰

狂
言
草
咲
会
／
河
村
能
舞
台
（
烏
丸
上
立
売
）

仏
壇
供
養
会
／
清
凉
寺
（
嵯
峨
釈
迦
堂
）

９
月
29
日
㈪

櫛
ま
つ
り
／
安
井
金
比
羅
宮
（
東
山
松
原
上
ル
）

長
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

天
体
観
測＝

な
が
つ
き

晴
れ
た
夜
空
の
美
し
い
星
々
に
、
誰
で
も
感
動
す
る
の
で
は
。

私
も
そ
の
神
秘
的
な
光
景
に
魅
せ
ら
れ
、
望
遠
鏡
を
買
っ
た
の
で

す
が
、
も
う
だ
い
ぶ
使
っ
て
な
い
。
夜
、
家
の
物
干
台
に
出
す
の

は
「
痴
漢
に
間
違
わ
れ
る
か
ら
や
め
と
け
」
と
友
人
に
忠
告
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
眼
の
手
術
を
す
る
わ
で
、
ホ
コ
リ
を
被
っ
て
ま
す
。

第
25
回

星
を
も
と
め
て
（
９
月
14
日
㈰
～
15
日
㈷
）

毎
年
こ
の
時
期
、
南
丹
市
園
部
町
「
京
都
る
り
渓
温
泉
」
で
天

体
観
測
会
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
同
好
の
士
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

企
画
や
運
営
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
が
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
は
、
自
分
の
望
遠
鏡
を
持
ち
込
ん
で
夜
中
に
観
測
す
る

の
で
す
が
、
ほ
か
に
昼
間
は
コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
、
子
供
向
け

の
望
遠
鏡
の
工
作
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
観
測
機
器
や
天
文

グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
、
望
遠
鏡
や
周
辺
機
材
の
技
術
的
進
歩
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
て
、
見
て
回
る
だ
け
も
面
白
い
。

る
り
渓
温
泉
の
向
か
い
側
が
会
場
で
、
入
場
は
無
料
で
誰
で
も

入
れ
る
。
私
の
よ
う
に
昼
間
だ
け
日
帰
り
見
物
し
て
、
温
泉
に
浸

か
っ
て
帰
る
と
い
う
の
も
多
い
ん
で
は
な
い
か
な
。
結
構
な
人
数

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
初
心
者
向
け
と
い
う
よ
り
、
少
々

興
味
の
あ
る
人
が
行
く
と
、
か
な
り
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
団
で
働
く
と
、
朝
の
早
い
現
場
が
大
半
で
す
か
ら
、
夜
更

か
し
必
須
の
、
天
文
が
趣
味
の
人
は
少
な
い
か
な
ぁ
。
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ６ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



上
鳥
羽
の
京
都
高
齢
者
会
館
共
済
会
の

親
睦
行
事
・
日
帰
り
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
５
年
ぶ
り
に
再
開
、
６
月
22
日
の

晴
れ
の
日
、
淡
路
島
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

45
人
乗
り
の
観
光
バ
ス
に
総
勢
18
人
。

ゆ
っ
た
り
し
た
車
内
で
、
朝
９
時
前
に
高

齢
者
会
館
を
出
発
、
宝
塚
北
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
休
憩
の
後
、
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
っ
て
淡
路
島
へ
。

淡
路
島
は
丁
度
、
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
の
旬
で
し
た
。
こ
こ
で
は

田
ん
ぼ
で
タ
マ
ネ
ギ
を
栽
培
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
毛
作
で
、
タ

マ
ネ
ギ
を
取
っ
た
後
、
水
を
張
っ
て
田
植
え
の
最
中
で
し
た
。

バ
ス
は
淡
路
島
南
端
の
「
淡
路
島
海
上
ホ
テ
ル
」
へ
。
「
お
風

呂
が
先
や
な
い
の
？
」
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
先
に
昼
食
。
乾
杯
し
て
、
会

席
料
理
に
舌
鼓
。
地
元
の
食
材
を
生
か
し

た
料
理
は
味
も
量
も
上
々
で
、
私
は
堪
能

で
き
ま
し
た
。

食
事
の
後
は
温
泉
で
ひ
と
風
呂
。
少
々

狭
い
露
天
風
呂
で
し
た
が
、
ア
ル
カ
リ
性

の
と
ろ
ん
と
し
た
お
湯
で
し
た
。
こ
の
ホ

テ
ル
は
海
に
面
し
て
お
り
、
専
用
の
釣
り

桟
橋
も
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
島
中
部
の
「
産
直
淡
路
島
・
赤

い
屋
根
」
へ
。
こ
の
時
期
は
タ
マ
ネ
ギ
の

ほ
か
、
ビ
ワ
が
旬
と
の
こ
と
。
タ
マ
ネ
ギ

を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
が
、
ま
ん
丸
の
大

き
な
玉
の
タ
マ
ネ
ギ
が
格
安
で
し
た
。

最
後
に
島
の
北
部
の
「
野
島
断
層
保
存

館
」
を
見
学
。
野
島
断
層
は
１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
淡
路
大
震

災
の
震
源
で
す
。
国
内
初
の
震
度
７
を
記
録
、
神
戸
を
中
心
に
死

者
６
千
人
、
負
傷
者
４
万
人
、
住
宅
被
害
は
64
万
棟
の
大
災
害
。

記
念
館
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
倒
壊
し
た
阪
神
高
速
神
戸
線
の
高
架

橋
の
模
型
が
あ
り
、
当
時
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
こ
の
地

震
で
野
島
断
層
は
横
に
１
～
２
㍍
、
縦
に
１
㍍
、
一
瞬
に
ず
れ
ま

し
た
。
こ
の
断
層
が
地
表
に
飛
び
出
た
地
割
れ
が
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
敷
地
に
地
割
れ
が
走
り
、
庭
と
塀

を
破
壊
、
ず
れ
て
い
る
様
子
も
見
学
で
き

ま
し
た
。
最
近
も
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
で
大
地

震
が
発
生
、
津
波
が
到
来
し
た
ば
か
り
。

震
災
の
恐
怖
の
記
憶
を
忘
れ
ず
に
、
常
に

対
策
を
と
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

下
見
に
行
っ
て
な
い
か
ら
、
ぶ
っ
つ
け

本
番
な
団
体
旅
行
で
し
た
が
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
な
ぁ
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ７ )

会
館
共
済
会
・
淡
路
島
バ
ス
ツ
ア
ー

組
合
書
記
局
・
共
済
会
事
務
局

山
川
真
吾

野島断層のずれた断面

海上ホテルの昼食

滋賀中央観光バス

野島断層保存館の玄関



私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
お
盆
前
後
は
結
構

忙
し
く
、
組
合
大
会
の
準
備
や
調
整
な
ど

も
入
っ
て
、
戦
争
展
参
観
も
行
け
ず
、
記

事
集
め
の
時
間
が
足
ら
ず
に
、
通
常
よ
り

減
ペ
ー
ジ
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
中
、
以
前
よ
り
投
稿
依
頼
を
し

て
い
ま
し
た
木
村
徹
さ
ん
か
ら
、
四
百
字

詰
め
用
紙
き
っ
ち
り
綴
ら
れ
た
手
書
き
の

原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
大
阪

空
港
バ
ス
の
職
場
紹
介
の
お
願
い
で
し
た

が
、
退
職
さ
れ
、
事
業
団
で
働
い
た
思
い

出
を
書
き
留
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
体
調
が
優
れ
な
い
と
お
伺
い
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話

「
行
楽
」
は
中
村
崇
さ
ん
に
お
休
み
い
た

だ
い
て
、
京
都
高
齢
者
会
館
共
済
会
の
日

帰
り
旅
行
を
書
き
ま
し
た
。
編
集
会
議
で

は
「
せ
っ
か
く
行
っ
た
か
ら
紹
介
し
な
さ

い
」
。
▼
行
先
選
定
の
段
階
で
「
今
年
な

ら
大
阪
万
博
で
し
ょ
う
」
と
提
案
が
あ
っ

た
。
旅
行
当
日
に
、
観
光
バ
ス
の
バ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
に
そ
れ
を
喋
る
と
「
万
博
は
や

め
て
良
か
っ
た
で
す
よ
。
炎
天
下
に
２
万

歩
も
歩
か
さ
れ
ま
す
か
ら
、
高
齢
者
に
は

無
理
で
す
よ
」
。
▼
野
島
断
層
保
存
館
へ

は
海
辺
の
狭
い
道
を
大
型
観
光
バ
ス
が
通

り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
交
差
点
の
安
全
確
認

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
ガ
イ
ド
は
運

転
手
の
安
全
運
転
補
助
も
大
切
な
業
務
と

知
っ
た
次
第
。
観
光
案
内
や
目
的
地
到
着

後
の
手
続
き
、
旅
程
管
理
も
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
、
し
か
も
立
ち
仕
事
。
（
や
）

( ８ )

まちがいさがしのこたえ


